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智頭町のこれからの農業を考える講演会

「『
ま
る
っ
と
農
地
中
間
管
理
方
式
』（
※
１
）の
す
す
め

　
　
　
　

 

～
多
里
地
区
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
～
」

「『
ま
る
っ
と
農
地
中
間
管
理
方
式
』（
※
１
）
の
す
す
め

～
多
里
地
区
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
～
」

　「
智
頭
町
の
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え
る
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
、
主
に
日
本
型
直
接
支
払
交
付

金
事
業
に
取
り
組
ま
れ
る
農
業
者
、
農
業
委
員
な

ど
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
糸
田
川
さ
ん
は
大
学
生
時
代
に
日
南
町

を
訪
れ
た
経
験
か
ら
、
卒
業
後
に
同
町
で
農
林
業

研
修
生
と
し
て
２
年
間
の
研
修
を
受
け
た
後
、
就

農
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
糸
田
川
さ
ん
は
、
日
南
町
で
農
業
を
す
る
に
あ

た
り
、
地
域
の
農
業
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
た
め

の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」（
※
２
）
の
策
定
に
取

り
組
ま
れ
、
そ
の
後
、
今
回
の
講
演
テ
ー
マ
「
ま

る
っ
と
農
地
中
間
管
理
方
式
」を
採
用
し
ま
し
た
。

　
経
理
面
で
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
な
ど
既
存
の
制
度

を
上
手
に
活
用
し
て
組
織
を
運
営
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
集
落
支
援
員
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
活
動
し
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
糸
田
川
さ
ん
が
活
用
さ
れ

た
制
度
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
集
落
座
談
会

で
制
度
等
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
プ
ラ
ン
の
策
定
を
希
望
す
る
集
落
は
、
役
場

山
村
再
生
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）「
ま
る
っ
と
農
地
中
間
管
理
方
式
」と
は
？

　
地
域
の
農
地
を
あ
る
程
度
大
枠
で
集
積
し
て
農

地
中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ
ン
ク
）
に
貸
し
付
け

し
、
農
業
に
取
り
組
ま
れ
る
人
に
農
地
を
受
委
託

形
式
で
貸
し
付
け
る
手
法
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

農
地
の
貸
し
借
り
の
際
の
事
務
手
続
き
に
か
か
る

負
担
を
軽
減
し
、
受
け
取
っ
た
「
地
域
集
積
協
力

金
」
を
一
般
社
団
法
人
等
が
活
動
経
費
に
充
て
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

（
※
２
）「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
は
？

　
地
域
の
人
で
話
し
合
い
な
が
ら
５
～
10
年
後
の

地
域
の
農
地
や
農
業
を
想
定
し
見
え
る
化
し
た
上

で
、
そ
の
課
題
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
行

す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
で
す
。
　

本講演会は、ビデオ撮影をしており、

D V D の無料貸出しができますので、

貸出しを希望される人は、役場山村再

生課まで相談ください。

○講演中に紹介のあった全国農業

会議所出版の図書「地域まるっと

中間管理方式とは？」をちづ図書

館で購入しています。図書の貸出

しを希望の人はちづ図書館へ立ち

寄りください。

相談・問合せ先　　役場山村再生課　　☎７５－３１１７

講師　糸
いとだがわ

田川　啓
けい

さん

一般社団法人 T
タリ

ARI 代表理事。大学卒
業後、日南町多里地区に移住・就農し、

「人・農地プラン」の策定に取り組む。

総
合
セ
ン
タ
ー

10
月
25
日（
火
）
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